
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 B-62 講座名

記載日 2022/4/16 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
一般素人には難しい内容でしたがわかる範囲で理解できればOKです。
安全に関して会社の管理部の人間に話してあげたい
リスクアセスメント、環境アセスメントの職業から解放されて安堵した毎日を送っていたが心理学
の観点からリスクを捉えると見方が少し変えられた。
関心のある話題（コロナ）だったので勉強になりました。
自動車の排気ガスに関する技術の最新動向について学ぶことができた。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

 リアル会場の参加人数を少なくするための苦肉の策として始めたWebハイブリッド講座ですが、
横浜など遠方の方の常連ができました。元々、遠方からわざわざお越しいただいていたのですが、
今はすっかり遠隔地からの参加です。
 逆にカフェの雰囲気は、やはりリアルには勝てません。やっぱりカフェに来たいという方をつな
ぎ止められてよかったと思います。

事業実績報告書

テクノロジーカフェ

公益社団法人日本技術士会中部本部・中部倫
理委員会

〈講座全体の概要〉(300字程度)
 テクノロジーカフェは、サイエンスカフェの技術者版です。リラックスできる空間で、現役の技
術者が最先端技術について、話題提供します。 技術のことなど、日ごろ縁のない方でも、テクノ
ロジーカフェを通じて技術者と距離が縮まれば幸いです。今年のテーマは「コロナ禍で伝えておき
たいこと」。様々なテクノロジーについて、環境の大切さを皆で話し合えたらと思います。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

第4回の人気講師です。 会場の雰囲気です。
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